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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
牛
久
市
農
業
委

員
会
の
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
世
界
的
な
気
候
変
動
に
起
因
す
る
異
常
気
象
に
見
舞

わ
れ
、
多
く
の
農
家
が
困
難
な
状
況
に
直
面
し
ま
し
た
。
猛
暑
や

水
不
足
の
影
響
に
よ
り
、
稲
作
で
は
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
被
害
が
目

立
ち
、
米
の
品
質
や
収
穫
量
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
肥
料
や
燃
料
の
価
格
高
騰
と
い
う
厳
し
い
経
済
環
境
が

続
き
、
生
産
を
維
持
す
る
こ
と
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
農
家
の
皆
さ

ま
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
消
費
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
本
米
が
高
品
質
で
栄
養
価
に
優
れ

た
食
品
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
日
々
の
食

卓
で
ご
は
ん
を
よ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
さ
ら
な
る
農
業

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
４
月
に
策
定
し
た
地
域
計
画
で
は
、
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
と
い
っ
た
地
域
農
業
が
直
面
す
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
指

針
を
定
め
ま
し
た
。
今
年
度
も
地
域
計
画
に
基
づ
き
、
中
間
管
理

事
業
を
活
用
し
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
さ
ら
に
進
め
、
持
続
可

能
な
地
域
農
業
の
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
と
し
て
現
場
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
な
が
ら
、

地
域
農
業
の
明
る
い
将
来
を
皆
さ
ま
と
と
も
に
築
い
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
農
業
委
員
会
の
活
動
に
対

す
る
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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牛
久
市
下
根
町
で
農
業
に
取
り
組
む
花

島
家
の
皆
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

農
業
委
員
を
務
め
る
花
島
常
雄
さ
ん
、
奥

さ
ま
の
久
子
さ
ん
。
そ
し
て
、
常
雄
さ
ん

と
久
子
さ
ん
の
子
で
あ
り
、
家
業
を
継
い

だ
浩
さ
ん
、
浩
さ
ん
の
奥
さ
ま
で
お
に
ぎ

り
屋
を
切
り
盛
り
す
る
麻
理
さ
ん
、
さ
ら

に
浩
さ
ん
と
麻
理
さ
ん
の
娘
で
あ
る
来
望

さ
ん
。
花
島
家
は
家
族
５
人
に
加
え
て
、

ア
ル
バ
イ
ト
１
名
と
と
も
に
米
約
21 

ha
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
約
５
ha
の
広
大
な
農
地
で
営

農
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
花
島
家
は
、
特
別
栽
培
農
産
物
の
認
証

を
受
け
た
「
う
し
く
河
童
米
」
の
生
産
者

で
も
あ
り
、
農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
を

通
常
の
半
分
以
下
に
抑
え
、
環
境
に
配
慮

し
な
が
ら
安
全
で
高
品
質
な
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
栽
培
に
日
々
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
２
月
に
は
麻
理
さ
ん
が
中
心

と
な
り
、「
米
屋
の
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
食

べ
ん
し
ゃ
い
！
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
お
店
で
は
、
花
島
家
が
丹
精
込
め
て

育
て
た
「
う
し
く
河
童
米
」
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
食
品
衛
生
責
任
者
を
務
め
る
麻

理
さ
ん
の
ほ
か
、
久
子
さ
ん
や
来
望
さ
ん

も
お
店
の
運
営
を
支
え
て
い
ま
す
。
人
気

の
「
玉
子
焼
明
太
マ
ヨ
」
と
「
玉
子
焼
昆

布
マ
ヨ
」
は
来
望
さ
ん
の
発
案
に
よ
る
も

の
で
、
売
り
切
れ
必
至
の
た
め
数
量
限
定

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
米
屋
の
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
食
べ
ん

し
ゃ
い
！
」
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
は
、

表
紙
に
掲
載
さ
れ
た
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
う
し
く
河
童
米
を
使
用
し
た
「
米
屋
の

Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
食
べ
ん
し
ゃ
い
！
」は
、

花
島
家
の
温
か
さ
が
伝
わ
る
お
店
で
す
。

ぜ
ひ
、
牛
久
の
お
い
し

い
お
米
を
味
わ
い
な

が
ら
、
花
島
家
の
こ
だ

わ
り
の
農
業
と
家
族

の
絆
を
感
じ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

地域農業を守り育てる農業委員・推進委員の候補者を募集します
　牛久市農業委員会は、「農業委員」と「農地利用最適化推進委員」について、応募または推薦によ
り委員の候補者を募ります。任期は令和８年７月２０日からの３年間で、身分は特別職の地方公務員で
す。農業委員の選出方法は市長の選任制、農地利用最適化推進委員は農業委員会からの委嘱となります。
　募集については詳細が決定次第、広報うしくや市ホームページでお知らせします。

主 な 職 務 内 容
◆農地法に基づく農地の売買・貸借の許可、農地転用の許
可等の許認可業務、農地の利用状況調査、利用意向調査
◆担い手への農地の集積・集約化
◆遊休農地の発生防止及び解消に向けた調整
◆違反転用の防止、解消に向けた是正指導
◆農業への新規参入の促進＆新規就農支援
◆知識向上のための研修会等への参加　など

　積立方式の確定拠出型年金で、少子高齢化時代に強く、終身年金なので生涯にわたっ
て受給できます。納めた保険料の全額が税務申告上の社会保険料控除の対象となり、
所得税や住民税の節税にもなります。

農  業  者  年  金

農業者年金で老後の生活を安心サポート

※加入の申込、お問い合わせ
は、最寄りのＪＡまたは農
業委員会へ

３つの要件を満たせば
どなたでも加入でき
ます

①65歳未満（60歳以上は国民年金の任意加入被保険者）
②国民年金第１号被保険者（保険料免除者は除く）
③年間60日以上農業に従事



うしくグリーンファーム株式会社
農業部門撤退のお知らせ

　このたび、弊社の農業部門が令和7年度末をもちま
して、諸般の事情により、事業から撤退することとなり
ました。
　設立当初より、ご支援を賜りました土地所有者の皆
様並びに農業者の皆様へ、心より御礼申し上げます。
弊社は引続き、エネルギー部門（当面はBDF事業の
み）の事業を継続してまいりますので、今後とも変わら
ぬご高配を賜りますようお願い申し上げます。また、農
業部門撤退に伴い、現在弊社がお借りしている農地に
つきましては、今後土地所有者の皆様へ意向調査を実
施し、撤退後に農地が耕作放棄地にならないよう、そ
して適正な農地利用が継続されるよう、努めてまいる
所存です。
　なお、農地が必要な新規就農者や規模拡大を目指
す農業者の皆様におかれましては、下記連絡先までお
問合せください。何卒よろしくお願い申し上げます。

　　令和８年１月

 うしくグリーンファーム株式会社
 代表取締役　沼 田 和 利
問い合わせ先：牛久市農業政策課☎029-873-2111（代表）

どんな小さなことでも気になることがございましたら
気軽に農業政策課までお問い合わせください !!

農業政策課に農業相談窓口を
開設しています

問い合わせ先：牛久市農業政策課　☎029-873-2111（代表）

Ｑ ・先日の大雨で、畑が浸水。作物がすべてダメになってし
まった。

　　・大雪が積もりその重みでビニールハウスがつぶれてし
まった。など（農業災害に関すること）

Ｑ ・今年まで作ってくれていた農家さんがリタイアするので田
んぼを返したいと言われてしまった。

　　・規模拡大したいが、農地のあてがない。など（農地の貸し
借りに関すること）

Ｑ ・何かもらえる補助金はないか、教えてほしい。（補助金に
関すること）

Ｑ ・認定農業者になりたいがどうすればなれ
るのだろう？（各種手続きに関すること）

　   などなど

農業政策課では、農業におけ
る心配ごとやお悩みなどを気
軽に相談できる「農業相談窓
口」を開設しています。こんな時はご相談を!!
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曇
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
緑
・

黄
・
茶
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
織
り

成
す
常
磐
路
か
ら
会
津
路
に
入
る

と
次
第
に
木
々
は
葉
を
落
と
し
冬

枯
れ
の
景
色
。
磐
梯
山
も
雪
を
頂

き
、
熊
も
長
い
冬
ご
も
り
に
入
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
冬
眠
明
け
の
春

は
も
っ
と
心
配
だ
。
柿
の
実
が
軒

先
に
吊
る
さ
れ
一
段
と
冬
め
く
初

冬
。

　
自
然
、
産
業
、
ま
ち
づ
く
り
等

が
異
な
る
３
つ
の
地
域
か
ら
成
る

「
う
つ
く
し
ま
　
ふ
く
し
ま
」
会

津
地
方
の
中
心
都
市
会
津
若
松
市

農
業
委
員
会
を
訪
ね
た
。

　
今
年
の
５
月
に
竣
工
し
た
ピ
カ

ピ
カ
の
市
庁
舎
の
四
階
会
議
室
に

招
き
入
れ
ら
れ
て
の
研
修
と
な
っ

た
。
一
階
フ
ロ
ア
は
相
談
窓
口
が

一
直
線
に
配
置
さ
れ
、
さ
ら
に
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
遮

蔽
板
で
仕
切
ら
れ
た
現
代
的
な
建

物
で
あ
っ
た
。
牛
久
市
庁
舎
も
あ

ら
ま
し
50
年
、
あ
れ
こ
れ
工
夫
を

し
な
が
ら
機
能
を
維
持
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
そ
ろ
そ
ろ
限
界
だ
ろ

う
か
？
周
囲
の
山
々
や
歴
史
あ
る

鶴
ヶ
城
・
街
並
み
を
景
観
で
き
る

四
階
会
議
室
で
は
、
会
長
副
会
長

外
５
名
の
部
長
（
農
地
面
積
が
大

き
い
の
で
課
題
別
の
部
会
制
を
採

用
）
と
事
務
局
２
名
が
対
応
し
て

く
だ
さ
っ
た
。

　
会
津
若
松
市
は
面
積
約
３
８
３

㎢
、
人
口
約
１
１
７
千
人
、
耕
地

面
積
６
，
６
４
２
ha
、
農
家
戸
数

１
，
７
１
８
戸
、
農
家
人
口
６
，

６
７
８
人
、
非
鉄
金
属
を
中
心
と

し
た
製
造
業
が
盛
ん
で
あ
る
ほ

か
、
医
療
福
祉
業
、
酒
・
漆
器
業

等
の
地
場
産
業
、
稲
作
を
中
心
と

し
た
農
業
の
盛
ん
な
地
域
で
あ

る
。
ま
た
、
も
の
づ
く
り
や
歴
史

に
触
れ
る
観
光
産
業
も
盛
ん
。
良

質
の
水
や
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
気
候

を
生
か
し
た
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
ひ

と
め
ぼ
れ
」
な
ど
の
稲
作
が
中
心

で
あ
り
、「
あ
い
づ
だ
い
ら
」
に

は
圃
場
整
備
さ
れ
た
水
田
が
一
面

に
広
が
っ
て
い
る
。
会
津
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
は
、
盆
地
の
北
に
飯
豊
山

地
、東
に
奥
羽
山
脈
・
背
炙
山
（
せ

あ
ぶ
り
や
ま
）
な
ど
が
盾
と
な
っ

て
い
る
た
め
、「
や
ま
せ
」
な
ど

の
影
響
を
極
め
て
受
け
に
く
く
反

収
は
10
俵
を
超
え
る
と
い
う
。
周

囲
の
扇
状
地
等
で
は
野
菜
や
果

樹
、
特
に
リ
ン
ゴ
、
柿
、
モ
モ
、

ナ
シ
、
メ
ロ
ン
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、

ブ
ド
ウ
も
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
ブ

ド
ウ
は
一
部
ワ
イ
ン
用
に
加
工
さ

れ
て
い
る
。

　
今
回
の
視
察
の
目
的
と
内
容
は
、

・
他
の
農
業
委
員
会
と
の
意
見
交

換

：
他
の
自
治
体
に
お
け
る
農
地

利
用
最
適
化（
担
い
手
へ
の
集
積
・

集
約
化
、
遊
休
農
地
対
策
、
新
規

参
入
促
進
な
ど
）
の
取
り
組
み
事

例
に
つ
い
て

・
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
調

査

：

地
域
独
自
の
農
業
振
興
や
活

性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
現
場
の
課
題
把
握

：

農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
の
現
状
や
鳥
獣
害
対
策
な

ど
、
各
地
域
が
直
面
す
る
具
体
的

な
課
題
と
そ
の
解
決
策
な
ど
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
が
目
的
で
あ
っ

た
。

　
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作

放
棄
地
の
拡
大
、
鳥
獣
害
対
策
な

ど
、
日
本
の
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
「
い
づ
こ
も
同
じ
秋
の
夕
暮

れ
」。
機
械
化
・
省
力
化
の
進
ん

だ
水
稲
は
ま
だ
し
も
手
作
業
中
心

の
畑
作
は
待
っ
た
な
し
。

　
ど
う
な
る
農
業
、
ど
う
す
る
日

本
。
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賃借料情報
田10a当たり 10,000円〜20,000円

畑10a当たり 3,000円〜8,000円

農作業臨時雇標準賃金（実働8時間）
田植え／稲刈り／水田除草

／畑除草／その他作業
8,100円

農作業受託標準料金
項　目

作業名
単　位 料　金 備　考

深耕 10a 10,000円

プラウ耕 10a 6,000円

デスク耕 10a 3,500円 パワーデスク

普通ロータリー 10a 5,000円 畑

耕起 10a 5,000円 田

代かき 10a 7,000円

畦塗り 1m当たり 40円

育苗 １箱 750円 硬化苗

田植 10a 6,500円 条件により
料金割増

育苗〜田植 10a
18,000〜　

22,000円

刈取〜脱穀 10a
16,000〜　

20,000円
倒伏等の条件に
より上限とする

刈取〜調整 10a
30,000〜　

35,000円

倒伏等の条件
により上限と
する（袋詰め
まで）

乾燥〜調整
玄米60kg
当たり

2,000円 （袋詰めまで）

籾摺り
玄米60kg
当たり

1,000円 （袋詰めまで）

麦刈り〜調整 10a 22,000円

倒伏等の条件
により上限と
する（袋詰め
まで）

甘藷マルチ張り 10a 10,000円 薬剤散布含む

甘藷マルチ張り 10a 5,000円 薬剤散布なし

落花生マルチ張り 10a 4,000円

肥料と土壌改良
剤の散布

10a 2,500円

資材の運搬は
含まず
片方のみの散
布は1,500円
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お知らせ
農地を「転用」するときは
農地法の「許可」が必要です
　農地を農地以外にすることを「農地転用」といいます。農

地を転用する場合は、原則として農地法の転用許可が必要で

す。一時的な工事や、資材置場・駐車場などにする場合も許

可が必要です。農業用倉庫を建てる時も例外ではありません。

　無断で転用してしまうと厳しい罰則があります。工事の中

止や原状回復等の措置命令に従わない場合、3年以下の懲役、

または、300万円以下の罰金（法人は1憶円以下の罰金）が科

される場合があります。

　農地転用に関する相談、許可申請の手続き方法、違反転用

の通報・相談は、農業委員会事務局へ。

野焼きについて
　野外焼却（野焼き）は法律によって禁止されていますが、

農業を営むためにやむを得ない場合に行われる廃棄物の焼却

（例：害虫駆除目的の稲わらの焼却など）は例外とされてい

ます。しかし近年、農地での野焼きに伴う煙や悪臭に関する

苦情が増加しており、これにより体調不良を訴える方や、洗

濯物への臭いや汚れの付着、さらには工業製品の製造に重大

な影響が出る事例も報告されています。野外焼却（野焼き）

によるトラブルを未然に防ぐため、堆肥化や鋤込みの実施に

ご協力をお願いいたします。

問い合わせ先：牛久市廃棄物対策課

全国農業新聞
　農家の思いを伝え、農業・農村の未来をと

もに考える「全国農業新聞」。地域農業者の

代表機関である農業委員会のネットワークが

発行する週刊の農業総合専門紙です。農業者

の視点でお届けしています。

　購読の申込は農業委員へお気軽にご連絡く

ださい。

発行日／毎週金曜日
購読料／月７００円（送料・税込）
※令和８年４月より月９００円に改定

編集後記
　災害級の猛暑と言われた令和７年。過去の記録を大幅に更

新する暑さでした。人も動物も植物も耐えるのに必死だった

と思います。今年はお米の価格高騰騒動もありました。春夏

秋冬のある日本であればと心から願っております。

　取材にご協力いただいた皆さまに御礼申し上げます。
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